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創立90周年記念事業 
盛会の内に無事終了！ 

母
校
創
立

母
校
創
立九

十
周
年
を
迎
え
て

　
　
　

九
十
周
年
を
迎
え
て

同
窓
会
長

同
窓
会
長　

岩

崎

和

男

岩　

崎　

和　

男（（
高
９
回
卒
）

高
９
回
卒
）

　

同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
御

健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
事
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
、
こ
の
度
吉
沢
政
弘
会
長

の
後
を
継
い
で
同
窓
会
長
と
し

て
お
世
話
に
な
り
ま
す
高
九
回

卒
業
の
岩
崎
和
男
で
あ
り
ま
す
。

い
た
っ
て
未
熟
者
で
そ
の
器
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
窓
会
発

展
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
ら
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
同
窓

会
の
皆
様
方
の
御
支
援
、
御
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
又
、
前
吉
沢
会
長
様
に

は
、
長
い
間
同
窓
会
の
為
に
御

尽
力
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
母
校
は
創
立
九
十
周

年
の
節
目
を
迎
え
て
多
く
の
事

業
を
計
画
・
実
行
し
て
い
る
所

で
あ
り
ま
す
。
本
校
は
大
正
九

年
、
地
域
の
農
業
振
興
と
農
業

後
継
者
の
育
成
を
願
っ
て
開
校

さ
れ
、
今
日
迄
に
一
万
七
千
有

余
名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
地

域
杜
会
を
始
め
全
国
各
地
で
活

躍
し
て
お
り
ま
す
事
、
誠
に
喜

ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
母

校
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
と

農
場
や
グ
ラ
ン
ド
を
広
げ
た
草

創
期
の
先
輩
、
戦
時
下
で
勤
労

奉
仕
に
汗
を
流
し
た
先
輩
、
地

域
の
若
者
に
学
び
の
機
会
を
与

え
た
十
七
分
校
の
教
育
、
中
国

と
の
国
際
理
解
教
育
、
そ
し
て

今
日
の
時
代
に
沿
っ
た
新
し
い

教
育
等
々
、
下
農
に
は
豊
か
な

教
育
実
践
と
営
み
が
あ
り
ま
し

た
。
更
に
今
年
度
は
体
育
館
が

新
装
と
な
り
、
施
設
設
備
が
充

実
し
素
晴
ら
し
い
環
境
の
下
で

生
徒
達
が
勉
学
に
励
む
事
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
、
同
窓
会
の

皆
様
始
め
関
係
各
位
に
衷
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、

少
子
化
が
急
速
に
進
む
中
、
高

校
の
再
編
が
進
め
ら
れ
一
層
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
が
、

開
校
以
来
連
綿
と
続
い
て
い
る

教
育
方
針
の「
質
実
剛
健
」、「
誠

実
堪
能
」、「
積
極
真
撃
」
を
堅

持
し
、
地
域
の
厚
い
信
頼
と
要

望
に
応
え
る
た
め
更
に
魅
力
あ

る
農
業
高
校
と
し
て
発
展
さ
れ

る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

母
校
の
周
辺
は
大

き
く
変
貌
し
、
在
学

中
と
比
べ
る
と
隔
世

の
感
が
あ
り
ま
す
が
、

校
歌
の
一
節
に
も
あ

り
ま
す
「
農
は
我
ら

の
命
か
な
」
の
精
神

を
大
切
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
だ
と

考
え
ま
す
。
同
窓
会

も
女
子
の
会
員
が
四

千
五
百
名
を
超
え
る

よ
う
に
な
り
、
女
子

の
同
窓
生
で
組
織
し

て
い
る
稲
穂
会
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
母

校
の
教
育
に
御
支
援

を
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
る
所
で
御
座
い

ま
す
の
で
、
同
窓
生
の
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
も
今
後
と
も
御

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
、

同
窓
会
と
し
て
の
九
十
周
年
の

記
念
事
業
と
し
て
残
っ
て
お
り

ま
す
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
つ
き
ま

し
て
二
十
三
年
度
に
計
画
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
実
行
委

員
の
皆
様
に

よ
り
細
部
に

つ
い
て
計
画

を
さ
れ
て
い

ま
す
。
多
く

の
皆
様
の
御

参
加
を
願
う

と
こ
ろ
で
御

座
い
ま
す
。

九
十
周
年
式

典
も
十
月
二
十
三
日
に
盛
大
か

つ
厳
粛
に
行
わ
れ
、
各
位
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
会
報
で
あ
り
ま

す
稲
丘
時
報
の
配
布
に
つ
き
ま

し
て
も
一
人
で
も
多
く
の
会
員

に
届
き
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
、
同
窓
会
員
各
位

の
御
健
勝
と
母
校
の
発
展
を
御

祈
念
申
し
上
げ
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

受付風景
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錦
秋
の
十
月
二
十
三
日
、
母

校
は
、
創
立
九
十
周
年
を
迎
え

記
念
祝
賀
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
私
事
去
る
五
月
二
十
九

日
、
平
成
二
十
二
年
度
同
窓
会

代
議
員
会
に
お
い
て
、
会
長
を

退
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
平

成
十
三
年
に
副
会
長
就
任
以
来

九
年
間
、
特
に
平
成
十
九
年
か

ら
は
、
身
の
程
も
弁
え
ず
、
一

期
三
年
間
は
会
長
の
席
を
穢
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

同
窓
会
員
の
皆
様
方
、
母
校
の

学
校
長
は
じ
め
諸
先
生
方
に
は

一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
ご
厚
情
を

賜
り
こ
こ
に
篤
く
感
謝
し
、
お

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
殊
に
同

窓
会
の
顧
問
役
員
の
方
々
に
は
、

常
に
大
所
高
所
か
ら
助
言
、
激

励
を
い
た
だ
き
、
ま
た
同
窓
会

校
内
幹
事
の
先
生
方
に
は
幹
事

長
を
先
頭
に
一
致
協
力
し
て
、

会
の
運
営
に
精
励
し
て
頂
き
、

お
陰
様
で
無
事
任
を
果
た
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
下
農
の
同

窓
会
は
、
校
内
幹
事
の
先
生
方

の
努
力
の
お
陰
で
立
派
に
運
営

さ
れ
て
お
り
改
め
て
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

正
副
会
長
在
任
中
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
同
窓
会
に

と
っ
て
平
成
十
七
年
は
忘
れ
る

こ
と
の
出
来
な
い
年
で
し
た
。
少

子
化
に
よ
る
高
校
改
革
の
中
心

事
業
で
あ
る
高
校
再
編
整
備
の

対
象
校
候
補
に
飯
田
長
姫
高
校

と
共
に
白
羽
の
矢
を
立
て
ら
れ
、

一
時
は
九
十
周
年
記
念
の
準
備

ど
こ
ろ
で
は
有
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
直
ち
に
臨
時
理
事
会
を
招

集
し
反
対
決
議
文
作
成
、
代
議

員
会
で
満
場
一
致
で
採
択
、
長

姫
高
校
同
窓
会
役
員
と
協
議
飯

伊
選
出
県
議
と
下
農
長
姫
役
員

と
の
協
議
、「
下
農
の
存
続
を

求
め
る
要
請
書
」
を
森
田
先
輩

の
案
内
で
、
県
教
委
、
県
議
会

各
会
派
を
ま
わ
り
提
出
陳
情

等
々
。
地
元
自
治
体
対
策
は
、

岩
崎
現
会
長
が
。
と
打
つ
手
は

尽
く
し
ま
し
た
。
八
月
二
十
九

日
南
信
州
広
域
連
合
か
ら
県
教

委
へ
出
さ
れ
た
代
案
を
正
式
に

県
教
委
が
推
進
委
員
会
へ
提
示

さ
れ
、
こ
の
段
階
で
、
母
校
の

統
合
だ
け
は
一
先
ず
免
れ
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
す
。
県
の
原

案
は
、
飯
田
長
姫
と
下
農
を
統

合
に
し
、
総
合
学
科
の
学
校
を

み
な
さ
ん

み
な
さ
ん

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

前
同
窓
会
長

前
同
窓
会
長　

吉

澤

政

弘

吉　

澤　

政　

弘
（
高
５
回
卒
）

（
高
５
回
卒
）

創
立
九
十
周
年
に
寄
せ
て

創
立
九
十
周
年
に
寄
せ
て

学
校
長

学
校
長　

斎

藤

秀

雄

斎　

藤　

秀　

雄

設
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で

す
。
こ
の
「
総
合
学
科
」
に
つ

い
て
は
、
絶
対
ダ
メ
と
い
う
今

牧
、
嶋
岡
両
先
生
の
一
致
し
た

見
解
で
有
り
ま
す
。
こ
の
御
高

見
を
承
っ
た
上
は
、
同
窓
会
の

使
命
と
し
て
迷
わ
ず
母
校
を
単

独
農
業
高
校
と
し
て
守
り
抜
く

こ
と
で
有
り
ま
す
。
平
成
三
十

二
年
は
母
校
も
創
立
百
周
年
に

な
り
ま
す
。
目
指
す
百
周
年
記

念
が
、
単
独
農
業
高
校
と
し
て

祝
う
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
切

望
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
高
校
改
革
プ
ラ
ン

推
進
委
員
会
を
傍
聴
す
る
中
で

記
憶
に
残
る
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
委
員
会
は
、月
二
回
の
ペ
ー

ス
で
飯
伊
地
区
か
ら
北
へ
順
次

協
議
が
進
ん
で
、
上
伊
那
地
区

　

ス
ー
パ
ー
猛
暑
だ
っ
た
今
年

の
夏
も
ノ
ド
も
と
過
ぎ
れ
ば
…

す
っ
か
り
冬
の
気
配
が
漂
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

母
校
と
後
輩
の
た
め
に
物
心
両

面
に
わ
た
り
ご
支
援
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
過
日
十
月
二
十
三

日
飯
田
文
化
会
館
で
母
校
創
立

九
十
周
年
記
念
式
典
を
、
引
き

続
き
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
オ
オ
ミ
ヤ

で
祝
賀
会
を
厳
粛
か
つ
盛
会
の

う
ち
に
挙
行
で
き
ま
し
た
こ
と

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
当

日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
大
勢
の

会
員
の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
創
立
八
十
周
年

か
ら
九
十
周
年
ま
で
の
十
年
間

を
、
振
り
返
っ
て
み
た
と
き
、

学
校
要
覧
等
に
記
述
さ
れ
て
い

な
い
重
要
な
こ
と
を
三
つ
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
平
成
十
四
年
の

ア
ク
セ
ス
道
路
（
通
称
ア
ッ
プ

ル
ロ
ー
ド
）の
全
面
開
通
で
す
。

開
通
と
同
時
に
学
校
周
囲
の
環

境
が
一
変
し
ま
し
た
。
道
路
沿

い
に
様
々
な
商
店
が
連
ね
賑
や

か
に
な
り
ま
し
た
。
下
農
は
、

�
ま
ち
�
に
あ
る
学
校
に
な
り

ま
し
た
。
名
古
熊
区
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
無
原
則
な
出
店
を
制

限
し
、
生
徒
が
健
全
に
学
べ
る

街
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
平
成
十
七
年
度

に
は
じ
ま
っ
た
高
校
再
編
の
問

題
で
す
。
平
成
二
十
五
年
に
飯

田
新
校
が
開
校
し
ま
す
。
多
く

は
述
べ
ま
せ
ん
が
、
少
子
化
が

進
行
す
る
中
で
、
飯
伊
地
区
全

体
の
視
点
か
ら
、
将
来
を
見
据

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
農
場
実
習
地
の

借
地
問
題
で
す
。
平
成
二
十
二

年
度
末
に
借
地
の
返
還
手
続
き

が
整
い
ま
し
た
。
今
年
は
地
主

の
皆
様
の
ご
理
解
に
よ
り
従
来

が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
上
伊
那

の
委
員
か
ら
動
議
が
出
た
、
上

下
伊
那
が
一
校
ず
つ
減
ら
し
て

い
る
の
に
諏
訪
地
区
は
現
状
維

持
で
は
、納
得
出
来
な
い
と
。
そ

こ
で
諏
訪
地
区
も
一
校
減
ら
す

こ
と
に
な
り
、
岡
谷
東
高
校
を

候
補
に
あ
げ
て
来
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
岡
谷
東
高
校
の
同
窓
会

の
署
名
運
動
の
猛
反
対
に
あ
っ

て
、
学
校
を
特
定
出
来
ず
、
委

員
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
私
は

こ
の
様
子
を
ま
の
あ
た
り
に
し

て
「
同
窓
会
パ
ワ
ー
」
を
実
感

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、

母
校
の
益
々
の
発
展
と
、
同
窓

会
員
の
御
活
躍
御
健
勝
を
、
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

に
近
い
形
で
栽
培
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
実
習
地

の
再
編
や
新
た
な
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
十
一
月
の
稲
丘
祭
Ｏ

Ｂ
展
に
出
品
い
た
だ
い
た
中
に

い
く
つ
か
下
農
に
ご
寄
贈
い
た

だ
い
た
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
に
、初
代
校
長
、

芝
原
彦
十
先
生
の
書
「
瑞
気
満

堂
（
ず
い
き
ま
ん
ど
う
）」
の

扁
額
が
あ
り
ま
す
。
お
め
で
た

い
空
気
が
満
ち
満
ち
て
い
る
と

こ
ろ
―
―
―
と
い
っ
た
意
味
で

し
ょ
う
か
。
九
十
三
翁
、
稲
丘

道
人
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

九
十
周
年
の
節
目
が
、
次
の

百
周
年
へ
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る

こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
温
故
知
新
（
ふ
る
き
を

訪
ね
て
新
し
き
を
知
る
）
の
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

職
員
一
同
農
業
教
育
を
中
核
に

据
え
、
地
域
に
貢
献
し
、
信
頼

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
各
位
の
益
々

の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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記
念
式
典
報
告

記
念
式
典
報
告

係
長
係
長　
　

長
谷
川

真

澄

長
谷
川　

真　

澄
（
高
５
回
卒
）

（
高
５
回
卒
）
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九
十
年
を
振
り
返
っ
て

九
十
年
を
振
り
返
っ
て

事
務
局
長

事
務
局
長
（（
教
頭
）

教
頭
）　

遠

山

善

治

遠　

山　

善　

治
（
高

回
卒
）

（
高　

回
卒
）

２６２６

　

十
月
二
十
三
日
、
飯
田
文
化

会
館
に
お
い
て
創
立
九
十
周
年

記
念
式
典
が
、
盛
大
に
挙
行
で

き
ま
し
た
こ
と
に
、
卒
業
生
を

は
じ
め
関
係
さ
れ
た
多
く
の
皆

さ
ん
に
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
校
は
大
正
時
代
の
は
じ
め
、

地
域
の
振
興
、
発
展
を
農
学
校

設
立
に
求
め
た
と
こ
ろ
か
ら
胎

動
が
始
ま
り
、
大
正
九
年
に
四

八
名
の
新
入
生
に
よ
っ
て
、
稲

井
ヶ
丘
の
地
に
開
校
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
県
立
に
移
管

さ
れ
て
長
野
県
下
伊
那
農
学
校

と
校
名
を
変
え
、
戦
後
の
学
制

に
よ
っ
て
長
野
県
下
伊
那
農
業

高
等
学
校
と
な
り
、
新
た
な
理

念
と
理
想
の
も
と
に
出
発
い
た

し
ま
し
た
。
時
代
と
と
も
に
教

育
内
容
は
変
遷
し
ま
し
た
が
、

創
立
以
来
、
今
日
ま
で
一
貫
し

て
農
を
命
と
し
、
実
習
を
重
視

す
る
教
育
は
変
わ
る
こ
と
な
く

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
校
の
九
十
年
間
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
戦
前
は
「
開
拓
」

「
勤
労
」
の
教
育
で
あ
る
と
も

に
周
年
行
事
を
お

こ
な
っ
て
、
そ
の

時
々
の
教
育
内
容

の
見
直
し
を
図
り

な
が
ら
、
そ
の
時

代
の
産
業
・
社
会

構
造
の
変
化
に
主

体
的
に
対
応
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ

て
き
ま
し
た
。
現

在
は
地
域
の
特
色
、

要
望
を
ふ
ま
え
て
、

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス

科
、農
業
機
械
科
、

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト

科
、
食
品
化
学
科

の
四
学
科
を
設
置

い
え
ま
す
。
草
創
期
で
は
生
徒

自
ら
開
墾
を
し
て
農
場
を
広
げ
、

そ
し
て
グ
ラ
ン
ド
の
拡
張
工
事

を
お
こ
な
い
、
当
時
の
生
徒
の

尊
い
汗
の
結
晶
が
今
日
の
下
農

教
育
の
基
盤
を
つ
く
り
上
げ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
戦
後
は
こ
の

地
域
の
若
者
に
教
育
の
場
を
与

え
た
一
七
に
も
及
ぶ
分
校
の
教

育
、
生
徒
自
ら
作
り
上
げ
た
班

室
、
他
校
に
先
駆
け
て
海
外
と

の
交
流
事
業
、資
格
取
得
指
導
、

地
域
を
教
材
に
し
た
数
多
く
の

連
携
事
業
な
ど
こ
の
下
農
に
は

豊
か
な
教
育
実
践
が
営
々
と
続

い
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
は
創
立
以
来
十
年
ご
と

し
い
ず
れ
も
地
域
と
の
連
携
を

図
っ
て
特
色
あ
る
専
門
の
学
習

を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
日
の
少
子
化
に
伴
い
生
徒

減
少
期
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の

高
校
の
あ
り
方
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
時
代

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
社
会

を
考
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
環

境
」「
食
料
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
従
来
か
ら
多
角
的
に
体
験
を

と
お
し
て
学
習
を
お
こ
な
っ
て

い
る
本
校
の
存
在
は
益
々
大
き

く
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
地

域
に
必
要
な
高
校
と
し
て
の
存

在
意
義
を
見
い
だ
す
べ
く
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
に

む
け
て
、
平
成
十
七
年
一
月
十

七
日
の
準
備
会
の
開
催
を
皮
切

り
に
六
回
の
実
行
委
員
会
を
重

ね
、
大
綱
・
細
部
に
わ
た
る
実

施
案
が
練
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

　

記
念
式
典
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
飯
田
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
早
朝
よ
り

慌
た
だ
し
く
係
ご
と
の
準
備
が

進
め
ら
れ
、
式
典
開
始
を
待
っ

た
。

　

飯
田
下
伊
那
地
区
選
出
の
県

会
議
員
・
飯
田
市
長
・
県
関

係
・
学
校
関
係
の
皆
様
を
来
賓

に
お
迎
え
し
、
理
事
・
代
議

員
・
支
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
同
窓
会
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
、
在
校
生
、
教
職
員
が
一
堂

に
会
し
、式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。

式
典
の
次
第
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

　

一　

開
式
の
辞

　

一　

国
歌
斉
唱

　

一　

記
念
事
業
経
過
報
告

　

一　

実
行
委
員
長
挨
拶

　

一　

学
校
長
式
辞

　

一　

教
育
委
員
会
挨
拶

　

一　

来
賓
祝
辞

　

一　

来
賓
紹
介
・
祝
電
披
露

　

一　

感
謝
状
贈
呈

　

一　

生
徒
代
表
挨
拶

　

一　

校
歌
斉
唱

　

一　

閉
式
の
辞

　

な
お
、
御
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
方
は
、
森
田
恒
雄
県
会
議
員
・

牧
野
光
朗
飯
田
市
長
・
本
校
と

二
十
年
来
の
交
流
を
行
う
中
国

江
蘇
省
蘇
州
農
業
職
業
技
術
学

院　

解　

鵬
氏
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
感
謝
状
贈
呈
者
は
、
九
十

周
年
を
機
会
に
高
額
寄
付
を
い

た
だ
い
た
木
下
工
業
㈱
会
長　

木
下
長
志
氏
・
新
渡
戸
稲
造
博

士
墨
書 

額
を
寄
贈
い
た
だ
い

た
吉
川
建
設
㈱
社
長　

吉
川
光

國
氏
で
あ
る
。

　

本
式
典
が
盛
会
裏
に
終
了
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に

同
窓
会
員
の
皆
様
・
式
典
に
参

加
さ
れ
た
皆
様
お
一
人
お
一
人

と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
次

の
周
年
行
事
に
む
け
、
母
校
の

さ
ら
な
る
発
展
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
飯
伊
地

区
に
お
け
る
人
材
育
成
の
中
核

で
あ
ら
ん
こ
と
を
願
い
、
報
告

と
い
た
し
ま
す
。

生徒発表「下伊那農業高校の歩み」
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九
十
周
年
を
終
え
て

九
十
周
年
を
終
え
て

係
長
係
長　
　

倉

澤

好

一

倉　

澤　

好　

一
（
高

回
卒
）

（
高　

回
卒
）

１０１０
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創
立
九
十
周
年

創
立
九
十
周
年

記
念
講
演
会
開
催

　
　
　

記
念
講
演
会
開
催

係
長
係
長　
　

後

藤

政

喜

後　

藤　

政　

喜
（
高
６
回
卒
）

（
高
６
回
卒
）

　

昨
年
十
二
月
の
会
議
で
、
数

名
の
候
補
者
か
ら
、
永
島
敏
行

氏
に
絞
り
、
交
渉
を
進
め
る
こ

と
に
し
て
、
そ
の
後
快
諾
を
得

て
今
回
の
記
念
講
演
の
講
師
と

し
て
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

永
島
敏
行
氏
は
千
葉
県
出
身

の
五
十
三
歳
、
野
球
選
手
と
し

て
活
躍
。
立
派
な
体
格
で
飾
り

気
の
な
い
俳
優
さ
ん
の
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
農
業
に
強
い
関

心
を
も
ち
、
控
室
で
記
念
資
料

に
目
を
通
せ
ら
れ
、校
歌
に
あ

る「
農
は
」「
土
は
」「
我
等
の
い

の
ち
か
な
」の
歌
詞
に
関
心
を

も
た
れ
、
こ
れ
ぞ
農
業
を
志
す

人
達
の
礎
だ
と
感
心
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
後
益
々
活
躍
さ
れ
て
、
新

し
い
農
業
の
在
り
方
、
進
め
方

に
一
石
を
投
じ
続
け
て
く
れ
る

も
の
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
生

徒
諸
君
に
こ
の
講
演
が
こ
れ
か

ら
の
農
業
に
対
し
て
の
指
針
の

参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
要
旨
で
す
。

　

農
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
強
張
し
て
『
皆

さ
ん
に
は
可
能
性
が
多
く
あ
り

ま
す
。
大
変
な
こ
と
で
も
一
歩

踏
み
出
せ
ば
道
は
開
け
る
』
と

呼
び
か
け
た
。
秋
田
で
の
米
の

栽
培
に
携
わ
る
中
で
、
食
や
農

業
生
産
地
の

重
要
性
を
認

識
し
て
、
農

業
の
素
晴
ら

し
さ
、
大
切

さ
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き

る
と
気
付
き

七
年
前
に
全

国
各
地
の
生

産
者
が
都
心

　
　
　
　

講　

師　

俳
優　

永
島　

敏
行 
氏

　
　
　
　

演　

題　

『
あ
な
た
た
ち
が
未
来
を
ひ
ら
く
』

　

私
が
在
学
中
に
三
十
五
周
年

の
話
題
が
あ
り
ま
し
た
、
卒
業

後
に
も
記
念
事
業
は
何
回
か
あ
っ

た
が
気
軽
に
見
過
ご
し
て
来
て

い
た
。
今
回
実
行
委
員
の
委
嘱

を
受
け
、
祝
賀
会
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
作
業
は
校
内
幹
事
や
担
当
の

先
生
方
に
任
せ
た
格
好
に
な
り

感
謝
し
て
い
る
。

　

祝
賀
会
に
は
多
く
の
方
が
参

加
さ
れ
閉
会
ま
で
残
っ
て
い
て

く
れ
て
会
は
盛
会
裏
に
終
了
す

る
事
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思

総合司会をして下さった
関口郷子さん（アナウンサー）

で
農
産
物
を
直
接
販
売
で
き
る

「
青
空
市
場
」
を
開
設
し
て
生

産
者
と
消
費
者
の
交
流
の
場
を

造
り
あ
げ
た
こ
と
。
都
会
で
水

が
飲
め
る
の
は
農
地
の
お
か
げ
。

都
心
で
は
新
鮮
な
野
菜
を
買
え

る
と
こ
ろ
が
減
っ
て
き
た
。
便

利
の
一
方
で
、
不
便
さ
も
た
く

さ
ん
あ
る
な
ど
の
事
例
を
交
え

て
、
多
様
な
価
値
観
や
個
性
の

存
在
を
強
張
し
て
「
ピ
ン
チ
は

チ
ャ
ン
ス
」
の
考
え
や
、
積
極

的
な
交
流
を
促
し
農
業
も
、
ア

イ
デ
ア
次
第
で
は
新
た
な
産
業

い
ま
す
。

　

学
校
は
九
十
周
年
と
な
り
卒

業
後
五
十
年
余
り
を
経
て
思
い

出
す
こ
と
は
少
な
い
、
文
化
祭

や
収
穫
祭
そ
し
て
運
動
会
の
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
造
り
、
校
庭
の

拡
張
で
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
の
木

を
切
っ
て
そ
り
を
作
り
、
石
碑

を
運
搬
し
た
事
な
ど
思
い
出
す
。

　

在
学
中
に
し
た
学
校
協
同
組

合
設
立
の
事
が
頭
を
よ
ぎ
る
、

二
年
生
の
時
か
ら
だ
っ
た
、
他

校
に
遅
れ
て
い
た
学
協
を
我
校

に
も
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、

中
山
先
生
の
指
導
で
設
立
準
備

委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
先
進
校

の
視
察
や
関
連
の
会
議
か
ら
情

報
を
得
た
、
委
員
会
は
毎
日
の

よ
う
に
会
を
も
ち
定
款
づ
く
り

に
は
時
間
と
労
力
が
必
要
だ
っ

た
、
原
案
が
出
来
れ
ば
ガ
リ
版

刷
り
で
全
校
生
に
計
る
、
各
教

室
で
の
説
明
、
全
体
集
会
も
数

多
く
開
い
た
、
修
正
が
出
れ
ば

そ
の
都
度
同
じ
こ
と
の
繰
り
返

し
で
あ
っ
た
。

　

設
立
総
会
の
あ
と
は
発
足
の

準
備
、
開
店
へ
と
あ
わ
た
だ
し

く
進
ん
だ
こ

と
を
思
い
出

す
。

　

学
校
協
同

組
合
に
は
、

学
校
の
沿
革

に
は
直
接
関

係
な
い
か
も

知
れ
な
い
が

生
徒
活
動
の

一
つ
で
あ
り

何
ら
か
の
形

で
記

録
に

残
っ
て
も
良

い
の
で
は
な

い
か
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
は
式

典
中
心
に
行

わ
れ
た
が
、

次
の
百
周
年

に
向
け
て
準

備
が
始
ま
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

校
歌
に
も
あ
る
と
お
り
農
は
我

ら
の
い
の
ち
で
あ
り
下
伊
那
農

業
高
校
が
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
永
く
発
展
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

永島敏行 氏

が
生
ま
れ
る
。
例
え
ば
「
下
農
移

動
販
売
」
み
た
い
な
企
画
を
実
行

し
て
み
て
は
。
な
ど
と
提
案
し
、

結
び
に
「
皆
さ
ん
に
は
可
能
性

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
大
変
そ
う

で
も
一
歩
踏
み
出
せ
ば
何
か
が

始
ま
る
。
批
判
さ
れ
る
か
も
だ

け
ど
そ
れ
も
大
事
。
歩
め
ば
道

は
開
け
る
」
と
優
し
く
呼
び
か

け
、「
自
分
自
身
こ
れ
か
ら
も
、

い
ろ
い
ろ
と
挑
戦
し
て
い
く
。
役

者
も
農
業
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽

し
い
か
ら
ね
」
と
締
め
く
く
っ

た
。
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第

回
稲
丘
祭

第　

回
稲
丘
祭

５６５６
「
羅
針
盤
の
な
い
Ｏ
Ｂ
作
品
展
」

「
羅
針
盤
の
な
い
Ｏ
Ｂ
作
品
展
」

多
彩
に
七
十
点
展
示

多
彩
に
七
十
点
展
示

　
　
　

伊

原

耕

作

伊　

原　

耕　

作
（
高
８
回
卒
）

（
高
８
回
卒
）

　

創
立
九
十
周
年
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
行
事

へ
向
け
て
の
検
討
を
し
て
い
る

中
女
子
の
参
加
者
を
ど
う
し
た

ら
増
や
せ
る
か
と
考
え
た
の
が
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
を
し
よ
う

で
し
た
。

　

希
望
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

三
十
名
余
の
方
が
出
て
来
て
下

さ
い
ま
し
た
。
昨
年
七
月
末
に

初
会
合
を
開
き
上
郷
の
市
原
美

智
子
先
生
を
お
願
い
し
、
月
一

回
の
練
習
で
ベ
ル
の
持
ち
方
か

ら
振
り
方
、
そ
し
て
曲
選
び
と

皆
さ
ん
初
め
て
持
つ
ベ
ル
の
感

触
を
味
わ
い
な
が
ら
、
楽
し
そ

う
に
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

全
員
揃
う
と
い
う
事
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
の
八

月
か
ら
は
月
二
回
の
練
習
と
な

り
発
表
の
日
も
近
づ
い
て
き
た

と
い
う
緊
張
感
か
ら
か
、
真
剣

さ
が
出
て
き
て
、
や
っ
と
う
ま

く
な
っ
て
き
た
な
と
思
え
る
様

な
演
奏
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
大
平
先
生
が
二
回
に

渡
り
差
し
入
れ
し
な
が
ら
激
励

に
来
て
下
さ
り
元
気
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
八
回
卒
か
ら
三
十
三

回
卒
と
幅
広
い
方
達
の
集
ま
り

で
あ
っ
て
も
、
又
、
初
め
て
お

逢
い
す
る
方
達
に
抱
わ
ら
ず
一

つ
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
通
し
て
親

し
く
な
り
心
通
わ
せ
な
が
ら
、

中
休
み
を
す
る
時
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
持
ち
寄
っ
た
漬
物
や
り
ん

ご
等
を
食
べ
な
が
ら
お
話
が
出

来
た
事
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

九
十
周
年
の
祝
賀
会
に
演
奏

出
来
る
事
に
誇
り
を
持
ち
、
感

動
を
与
え
る
よ
う
な
演
奏
を
し

た
い
な
ぁ
と
頑
張
り
ま
し
た
。
当

日
は
緊
張
し
す
ぎ
て
上
が
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
皆
さ
ん
満
足

顔
で
し
た
。

　

こ
の
人
達
が
中
心
と
な
っ
て

稲
穂
会
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て

く
れ
る
こ
と
間
違
い
無
し
と
確

信
致
し
て
居
り
ま
す
。

　

稲
井
が
丘
に
秋
を
告
げ
る
と

同
時
に
、
創
立
九
十
周
年
記
念

事
業
と
い
う
特
別
な
稲
丘
祭
で

の
「
羅
針
盤
の
な
い
Ｏ
Ｂ
作
品

展
」
を
テ
ー
マ
に
十
一
月
六
日

〜
七
日
に
開
か
れ
た
。

　

絵
画
・
書
・
写
真
・
陶
芸
・

木
彫
り
・
生
け
花
を
多
く
の
Ｏ

Ｂ
の
皆
様
よ
り
出
展
を
戴
き
連

日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

初
代
校
長
芝
原
彦
十
先
生
の

額
（
茂
木
立
好
則
氏
蔵
）
展
示
。

　

平
成
十
八
年
に
文
部
科
学
大

臣
よ
り
地
域
芸
術
文
化
功
労
賞

を
受
賞
さ
れ
、
昨
年
喜
寿
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
陶
芸
家
の
水

野
英
男
さ
ん
の
「
山
な
み
」
広

口
壷
の
展
示
。

　

や
は
り
昨
年
喜
寿
を
迎
え
ら

れ
た
、
後
世
ま
で
使
え
る
「
浄

瑠
璃
人
形
」（
あ
や
つ
り
人
形
）

の
、
長
野
県
内
で
も
数
少
な
い

人
形
を
彫
る
技
術
を
持
っ
た
職

人
の
、
牧
本
寿
亮
さ
ん
に
よ
る

カ
ラ
ク
リ
人
形
の
首
製
作
工
程

と
表
情
を
変
え
る
人
形
の
展
示
。

五
回
卒
の
長
谷
川
真
澄
さ
ん
の

木
彫
り
。
生
け
花
で
三
回
卒「
麻

績
遠
州
流
」の
竹
内
光
男
さ
ん
。

五
回
卒
「
新
生
遠
州
流
」
の
松

島
修
三
さ
ん
両
名
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
作
品
の
展
示
。
絵
画
で

は
、
七
回
卒
の
吉
川
元
順
さ
ん

の
「
休
憩
８
Ｆ
」
他
、
林
英
寿
、

原
東
彦
、
矢
澤
進
、
麦
島
博
明
、

坂
巻
京
子
、
竹
内
穂
波
さ
ん
の

作
品
。
書
画
で
は
、
二
回
卒
の

沢
柳
藤
夫
さ
ん
の
「
杜
甫
詩
」

を
は
じ
め
と
し
、
林
英
寿
、
坂

巻
京
子
、
勝
野
芳
美
さ
ん
の
作

品
展
示
。

　

写
真
で
は
、
三
回
卒
の
佐
々

木
賢
実
さ
ん
の
「
銘
桜
（
駒
つ

な
ぎ
の
桜
）
樹
下
の
田
植
・
稲

刈
り
」
他
、
森
下
恒
雄
、
牧
野

亘
博
、
林
英
男
、
下
平
和
史
、

原
東
彦
、
橋
爪
基
夫
、
小
島
勝

人
、
森
本
徳
助
、
加
藤
栄
優
、

沢
柳
吉
朗
、
米
山
賢
昭
、
鈴
木

治
男
、
福
島
紀
雄
、
勝
野
芳
美
、

矢
澤
和
弘
、
堀
本
政
子
、
北
原

忠
志
、
伊
原
耕
作
（
敬
称
略
）

五
十
一
作
品
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

あ
ふ
れ
た
力
作
の
展
示
が
出
来

ま
し
た
。

　

最
後
に
今
回
の
作
品
展
に
ご

協
力
を
頂
い
た
多
く
の
皆
様
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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ハ
ン
ド
ベ
ル
を
通
し
て
の
絆

ハ
ン
ド
ベ
ル
を
通
し
て
の
絆

代
表
代
表　
　

坂

巻

京

子

坂　

巻　

京　

子
（
高

回
卒
）

（
高　

回
卒
）

１４１４
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平
成
二
十
一
年
秋
の
叙
勲

平
成
二
十 
一 
年 
秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章
を
受
章
し
て

旭
日 
双
光
章
を
受
章
し
て

岩　

崎　

和　

男
（
高
９
回
卒
）

　

同
窓
生
の
皆
様
方
に
は

益
々
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の

事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
不
肖
私
こ
と
、
平
成

二
十
一
年
度
の
秋
の
叙
勲
に

際
し
ま
し
て
、
図
ら
ず
も
地

方
自
治
功
労
と
言
う
こ
と
で

旭
日
双
光
章
の
受
章
の
栄
に
浴

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
平

成
二
十
一
年
十
一
月
十
一
日
に

は
皇
居
に
参
内
い
た
し
ま
し
て

春
秋
の
間
に
て
、
天
皇
陛
下
の

拝
謁
を
賜
り
ま
し
て
陛
下
か
ら

親
し
く
ね
ぎ
ら
い
と
励
ま
し
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
事
は
、

生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い

感
激
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
章
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
こ
れ
偏
に
永
年
に
亘

り
ま
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場

か
ら
御
指
導
下
さ
っ
た
先
輩
各

位
を
始
め
、
多
く
の
同
窓
生
の

皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
と
御

協
力
の
賜
で
あ
り
ま
し
て
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
私
は
下
伊
那
農
業
高
校

第
九
回
の
卒
業
生
で
あ
り
ま
す
。

卒
業
と
同
時
に
家
庭
の
都
合
で

家
業
の
農
業
に
従
事
を
し
、
専

業
農
家
と
し
て
今
日
ま
で
頑

張
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
顧
み

ま
す
と
い
ろ
い
ろ
な
農
業
経
営

に
、
又
、
団
体
、
公
職
等
に
携

わ
っ
て
来
ま
し
た
。
楽
し
い
事
、

又
苦
し
い
事
等
も
多
く
有
り
、

走
馬
灯
の
ご
と
く
脳
裏
に
浮
か

ん
で
来
ま
す
。

H

　

卒
業
と
同
時
に
地
元
の
四 

ク
ラ
ブ
に
入
会
を
い
た
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
地
元
の
下
農
同
窓

生
始
め
多
く
の
郡
下
の
同
窓
生

と
仲
間
が
出
来
る
と
同
時
に
四

H  

活
動
を
活
発
に
行
っ
た
記
憶

が
有
り
、
当
時
水
稲
、
養
蚕
の

中
心
の
経
営
の
中
に
養
豚
経
営

を
取
り
入
れ
ま
し
て
、
養
豚
に

つ
い
て
母
校
の
生
徒
達
の
前
で

三
十
分
間
位
話
を
し
た
事
も
思

い
出
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま
す
。

卒
業
間
も
な
い
二
・
三
年
は
楽

し
く
農
業
に
携
わ
っ
た
も
の
で

し
た
。

　

そ
の
後
夏
秋
き
ゅ
う
り
栽
培
、

エ
ノ
キ
栽
培
等
経
営
の
中
に
取

入
れ
、
養
蚕
か
ら
果
樹
へ
そ
し

て
昭
和
四
十
七
年
に
宝
酒
造　
KK

の
開
発
し
た
や
ま
び
こ
ほ
ん
し

め
じ
の
栽
培
を
仲
間
三
人
と
県

下
第
一
号
と
し
て
始
め
、
県
下

で
も
大
き
く
伸
び
一
大
産
業
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の
現
在

は
こ
の
し
め
じ
中
心
の
経
営
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
又
、
そ

の
間
消
防
団
活
動
に
も
情
熱
を

燃
や
し
、
地
元
の
消
防
団
長
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
農
協
青
年
部
の
活
動
に
も
力

を
入
れ
た
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。

　

今
度
の
受
章
は
、
上
郷
町
議

六
年
、
合
併
後
の
飯
田
市
議
十

六
年
、
計
二
十
二
年
間
、
又
そ

の
間
市
議
会
議
長
と
し
て
勤
め

る
事
が
出
来
た
た
め
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
私
一

人
で
出
来
た
の
で
は
な
く
、
お

力
添
え
を
頂
い
た
多
く
の
皆
様

方
と
共
に
頂
い
た
章
で
あ
り
、

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
受
章
を
終
生

の
名
誉
と
し
て
健
康
に
留
意
し
、

稲
丘
精
神
を
忘
れ
る
事
な
く
地

域
の
た
め
に
微
力
を
つ
く
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
す
が
同
窓
生
各
位
の

ご
健
勝
と
御
活
躍
を
御
祈
念
申

し
上
げ
、
受
章
の
報
告
と
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

神
稲
支
会
現
況
報
告

神
稲
支
会
現
況
報
告

　

本
年
は
母
校
創
立
九
十
周
年

の
年
で
十
月
二
十
三
日
に
盛
況

に
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
こ
と
に
同
慶
に
存
じ
て
い
ま

す
。
今
回
広
報
係
よ
り
支
会
活

動
の
現
況
報
告
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
が
七
十
号
で
も
報
告
致

し
ま
し
た
の
で
簡
単
に
お
伝
え

し
ま
す
。
神
稲
支
会
現
在
約
二

百
六
十
名
の
会
員
で
年
一
回
の

定
期
総
会
、
会
員
の
親
睦
を
は

か
る
た
め
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
、
そ
れ
に
本
会
同
窓
会
開

催
の
ゴ
ル
フ
大
会
へ
の
参
加
な

た
母
校
の
施
設

拡
充
資
金
募
集

の
こ
ろ
か
ら
支

会
活
動
の
充
実

に
力
を
入
れ
会

員
名
簿
の
作
成

に
始
ま
り
定
期

総
会
の
開
催
、

会
則
の
制
定
な

ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
以
来

休
む
こ
と
な
く

定
期
総
会
は
開

か
れ
そ
の
都
度

母
校
か
ら
担
当

職
員
の
出
席
を

頂
い
て
学
校
の

近
況
な
ど
詳
し

く
聞
い
て
お
り

ま
す
。
又
、
こ

れ
も
昭
和
三
十

ど
が
主
な
事
業
で
す
。

　

運
営
は
正
副
会
長
、
正
副
事

務
局
長
、
そ
れ
に
地
域
か
ら
十

五
名
の
役
員
を
選
出
い
た
だ
き
、

会
費
の
徴
収（
年
会
費
五
百
円
）

や
稲
丘
時
報
の
配
布
な
ど
行
っ

て
い
ま
す
。
又
、
女
性
部
も
三

人
の
役
員
を
中
心
に
独
自
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
支
会
は
歴
代
の
会
長
さ
ん

を
中
心
に
諸
先
輩
の
皆
さ
ん
が

母
校
に
対
す
る
思
い
と
地
域
で

の
稲
丘
健
児
の
活
躍
の
願
い
が

強
く
昭
和
三
十
年
代
に
始
ま
っ

年
代
か
ら
始
ま
っ
た
同
窓
会
の

親
睦
球
技
大
会
に
は
野
球
大
会

に
始
ま
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
そ
し
て
現
在
の
ゴ
ル
フ
大

会
に
は
毎
年
欠
か
さ
ず
参
加
し

成
績
も
各
競
技
と
も
優
勝
、
準

優
勝
の
入
賞
経
験
が
あ
り
ま
す
。

何
よ
り
定
期
総
会
、親
睦
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
終
了
後
年
代
を

忘
れ
て
話
し
、
語
り
合
い
最
後

に
皆
で
校
歌
や
応
援
歌
を
歌
い

一
時
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
で

毎
回
出
席
者
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

支
会
活
動
の
継
続
は
事
務
局

体
制
の
充
実
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
一
万
七
千
人
余

の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
母
校
が

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
発
展

と
百
周
年
に
む
け
て
更
な
る
同

窓
会
の
活
動
を
期
待
し
て
現
況

報
告
と
い
た
し
ま
す
。

支
会
長　
　

菅
沼　
　

優 
（
高
７
回
卒
）

同
窓
生
の
活
躍
・ 

活
動
報
告 
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下農同窓会ゴルフ大会成績
個人の部

山本支会高３０回岡庭　直久優　勝

松尾支会高３１回早川　雅司準優勝

山本支会高２９回大澤　孝夫３　位

上片桐支会高１９回薮原　博司４　位

竜丘支会高１５回下平　吾郎５　位

山吹支会高１７回寺沢　　誠６　位

上郷支会高１２回萱間　成美７　位

千代支会高１２回宮嶋　秀行８　位

山吹支会高７回林　　健二９　位

上郷支会高１４回松島　伸幸１０　位

支会対抗の部

松尾支会優　勝

伊賀良支会準優勝

上郷支会３　位

上久堅・千代支会４　位

山吹支会５　位

　

第
一
回
大
会
を
平
成
四
年
に

開
催
し
て
以
来
、
本
年
で
十
九

回
を
迎
え
ま
し
た
同
窓
会
親
善

ゴ
ル
フ
大
会
が
、
六
月
二
十
二

日
下
條
村
の
飯
田
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
に
入
り
雨
の
中
で
の
開

催
を
予
測
し
て
い
ま
し
た
が
、

日
頃
の「
何
と
や
ら
…
？
」
が
良

い
た
め
か
天
候
に
恵
ま
れ
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

十
九
回
の
今
大
会
は
参
加
人

数
二
二
〇
名
を
超
え
、
過
去
の

大
会
を
振
り
返
っ
て
も
二
番
目

に
多
い
参
加
者
を
迎
え
、
長
野

県
内
に
も
類
の
な
い
規
模
の
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

こ
の
事
か
ら
早
朝
七
時
よ
り

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
ま
だ
整
わ
な
い
各
々

の
様
で
し
た
が
、
そ
こ
は
経
験

と
長
年
培
っ
た
勘
の
良
さ
な
の

か
実
に
う
ま
く
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
が
や
は
り
、

い
つ
も
の
大
き
な
声
が
随
所
で

聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の

大
会
に
多
く
の
参
加
者
を
頂
く

中
、
遠
距
離
か
ら
の
参
加
者
も

多
く
、
そ
の
中
の
お
一
人
は
、

八
十
歳
を
超
え
て
参
加
さ
れ
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
母
校
を

想
う
気
持
ち
を
強
く
感
ぜ
ら
れ

ま
し
た
。
コ
ー
ス
の
途
中
に
は

恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
皆
様
か

ら
ご
協
力
を
頂
き
母
校
へ
贈
呈

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ

レ
ー
の
進
行
も
二
二
〇
名
余
り

の
参
加
者
か
ら
時
間
内
の
終
了

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
心
配

と
は
裏
腹
に
四
時
半
頃
に
は
全

て
終
了
し
、
表
彰
式
を
定
刻
通

り
始
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
多
く
の
皆
様
よ

り
景
品
を
頂
き
、
個
人
優
勝
、

地
区
別
対
抗
、
飛
賞
、
レ
デ
ィ

ス
賞
、
特
別
賞
な
ど
多
く
の
賞

を
皆
さ
ん
に
渡
す
こ
と
が
出
来

盛
大
な
表
彰
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
同
窓
会
長
、
教
頭

先
生
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。
お
話
の
中
に
、「
長
年
多

く
の
同
窓
生
が
参
加
し
現
在
ま

で
続
い
て
い
る
こ
の
大
会
こ
そ
、

夫
々
の
地
域
の
中
で
貢
献
し
、

活
躍
し
て
い
る
同
窓
生
皆
さ
ん

の
地
域
を
想
う
気
持
ち
が
こ
の

大
会
も
継
続
し
て
い
る
。」
と

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
終
わ
り
に
は
、
恒

　

稲
穂
会
（
女
子
部
）
の
皆
様

に
は
、
年
々
ご
理
解
を
い
た
だ

き
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
下
農
創
立
九
十
周

年
に
当
た
り
、
十
月
に
は
記
念

式
典
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

稲
穂
会
も
こ
の
記
念
行
事
の
一

端
と
し
て
、
第
五
回
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
を
盛
大
に
や
ろ
う

と
計
画
し
た
と
こ
ろ
、
大
勢
の

皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
六

月
に
飯
田
運
動
公
園
マ
レ
ッ
ト

場
で
行
い
ま
し
た
。
前
日
の
天

気
予
報
で
は
完
全
に
雨
降
り
と

告
げ
ら
れ
絶
望
だ
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
当
日
早
朝
よ
り
徐
々

に
雨
が
上
が
り
、
皆
様
の
行
い

の
良
さ
で
九
時
に
は
晴
天
と
な

り
感
激
一
杯
で
参
加
者
一
同
喜

び
合
い
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ

し
く
感
謝
で
し
た
。
四
苦
八
苦

し
な
が
ら
も
、
笑
い
を
響
か
せ

久
し
ぶ
り
に
行
き
合
っ
た
会
員

同
志
本
当
に
楽
し
そ
う
で
し
た
。

又
年
齢
関
係
な
く
元
気
な
姿
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
女
性

の
パ
ワ
ー
を
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
今
年
も
副
会
長
の

坂
巻
さ
ん
よ
り
「
サ
バ
寿
し
」

の
提
供
が
あ
り
、
学

校
よ
り
野
菜
、
花
等

た
く
さ
ん
の
景
品
を

用
意
し
て
下
さ
り
、

成
績
発
表
に
胸
を
踊

ら
せ
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で

す
　

優　

勝

　
　

岩
下　

恒
子

 

（　

回
卒
）

２１

　

準
優
勝

　
　

坂
巻　

京
子

 

（　

回
卒
）

１４

　

三　

位

　
　

清
水　

静
子

 

（　

回
卒
）

１４
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第
十
九
回

第
十
九
回

同
窓
会
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

同
窓
会
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

第
十
九
回
大
会
事
務
局
長

第
十
九
回
大
会
事
務
局
長　
　

安
野

正
和

安
野　

正
和 
（（
高高　

回
卒
回
卒
））

２１２１

　

ブ
ー
ビ
ー
賞

　
　

林　

富
貴
子 

（　

回
卒
）

２５

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　
　

塩
澤　

紀
美 

（　

回
卒
）

２１

　

二
月
に
は
「
か
わ
ら
ん
べ
」

と
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
農
園
」
の
見

学
会
を
行
い
ま
し
た
。
六
十
人

と
言
う
大
勢
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
か
わ
ら
ん
べ
で
は
葉

脈
の
「
し
お
り
」
作
り
を
体
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
夢

中
で
良
い
作
品
作
り
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
昼
食
は

か
ぶ
ち
ゃ
ん
農
園
の
食
堂
で
バ

イ
キ
ン
グ
料
理
を
い
た
だ
き
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
同
志
で
楽
し
い

会
食
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
様
の
素
直
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
参
加

し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
様
な

行
事
を
計
画
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
口
コ

ミ
で
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
き
、

女
性
の
パ
ワ
ー
で
稲
穂
会
を
一

層
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

例
の
旧
校
歌
、
応
援
歌
の
斉
唱

を
行
い
、
い
つ
も
の
応
援
団
長

の
号
令
の
も
と
、
速
や
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
を

無
事
終
了
し
た
後
は
、
夫
々
地

域
へ
帰
り
交
友
を
深
め
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
終
わ
り
に
な
り

ま
す
が
、
今
大
会
に
は
多
く
の

皆
様
方
を
は
じ
め
、
学
校
の
先

生
方
、
実
行
委
員
会
の
皆
様
方

の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲
穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

稲
穂
会
活
動

女
性
の
パ
ワ
ー
を
一
層
強
化
に

女
性
の
パ
ワ
ー
を
一
層
強
化
に
��

稲
穂
会
会
長

稲
穂
会
会
長　
　

熊

谷

正

子

熊　

谷　

正　

子
（
高

回
卒
）

（
高　

回
卒
）

１９１９
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会　

務　

報　

告  

幹
事
長　

大　

澤 　
 　

勲
（
高　

回
卒
） 

２２

　

猛
暑
が
続
い
た
夏
か
ら
秋
を

通
り
こ
し
て
一
転
し
て
寒
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
同
窓
会
員
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
実
り
の
秋
を

迎
え
益
々
ご
健
勝
に
て
ご
多
忙

の
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

政
府
の
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
を
め
ぐ
る
政
策
は
第

一
次
産
業
で
あ
る
農
業
に
と
っ

て
壊
滅
的
な
大
打
撃
受
け
る
こ

の
大
き
な
問
題
を
押
し
進
め
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
農
業
高
校
に
於
い
て
も
大

き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
懸

念
し
本
校
存
続
の
危
機
で
も
あ

る
と
、
心
配
し
て
お
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
同
窓
会
本
会
は
本
年
度

は
役
員
改
選
の
年
に
な
り
ま
す

の
で
、
下
伊
那
農
業
高
校
で
教

鞭
を
お
取
り
頂
い
た
旧
職
員
を

中
心
に
選
考
委
員
を
お
願
い
し

て
新
役
員
候
補
を
次
の
よ
う
に

選
考
し
ま
し
た
。
会
長
岩
崎
和

男
、
副
会
長
関
島
伸
喜
、
川
手

角
夫
、
監
事
関
島
武
俊
、
顧
問

吉
沢
政
弘
前
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ

就
任
い
た
だ
き
松
尾
副
会
長
、

林
監
事
は
退
任
さ
れ
、
そ
れ
以

外
の
役
員
の
皆
様
に
は
ご
留
任

頂
く
原
案
を
五
月
に
開
催
致
し

ま
し
た
理
事
・
代
議
員
会
で
提

案
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(  

)

敬
称
略 

　

下
伊
那
農
業
高
等
学
校
に

と
っ
て
節
目
の
年
で
あ
る
創
立

九
十
周
年
記
念
事
業
を
控
え
同

窓
会
と
し
て
実
行
委
員
を
中
心

に
実
施
に
向
け
て
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
し
た
。

　

事
業
の
内
容
を
ご
報
告
致
し

ま
す
。

(
)

　

五
月
二
十
九
日 

土 

に
理

事
・
代
議
員
会
を
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー

オ
オ
ミ
ヤ
で
開
催
し
ま
し
た
、

(

理
事
会
に
於
い
て
は
大
平 

閻

)魔 

先
生
か
ら
「
こ
の
出
席
者

の
数
は
あ
ま
り
に
も
少
な
い
幹

事
長
は
ど
う
考
え
る
」
と
の
質

問
が
あ
り
私
は
「
誠
に
悲
し
い

事
態
で
あ
り
ま
す
」
答
弁
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

代
議
員
会
に
於
い
て
は
、
平

成
二
十
一
年
度
事
業
・
決
算
の

報
告
行
い
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
役
員
改
選
に
つ
い
て

選
考
委
員
長
の
今
牧
英
世
先
生

よ
り
ご
提
案
頂
き
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

次
に
平
成
二
十
二
年
度
事
業

計
画
・
予
算
案
に
つ
い
て
ご
提

案
頂
き
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
平
成
二
十
一
年
度
卒
業

生
か
ら
新
理
事
に
松
島
敬
介
君
、

新
代
議
員
に
原
章
郎
君
を
提
案

頂
き
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

支
会
活
動
で
あ
り
ま
す
が
、

各
支
会
毎
例
年
総
会
を
開
い
て

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
度

は
東
京
・
上
郷
・
市
役
所
・
伊
賀

良
・
松
尾
・
神
稲
・
座
光
寺
・
川

路
・
阿
智
・
山
吹
・
竜
丘
・
龍
江

の
各
支
会
で
開
催
さ
れ
、
会
長

始
め
事
務
局
か
ら
校
内
幹
事
が

出
向
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中

で
年
一
回
発
行
さ
れ
る
時
報
が

届
か
な
い
と
言
う
声
を
耳
に
致

し
ま
す
が
、
是
非
各
支
会
で
組

織
の
立
て
直
し
を
し
て
頂
き
、

全
会
員
の
皆
さ
ま
に
時
報
が
届

き
ま
す
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。
又
、
百
周
年
に
向
け

更
な
る
支
会
の
発
展
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

創
立
九
十

周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て

も
そ
の
計
画

が
提
示
さ
れ

特
に
支
会
で

の
参
加
の
と

り
ま
と
め
な

ど
お
願
い
が

あ
り
ま
し
た
。

　

少
子
化
に

伴
う
高
校
改

革
プ
ラ
ン
は

尚
い
っ
そ
う

深
刻
な
問
題

を
投
げ
か
け

て
い
ま
す
。

そ
れ
に
拍
車

を
か
け
る
よ

う
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ

が
益
々
深
刻

な
問
題
を
投

げ
か
け
県
教

育
委
員
会
に

お
い
て
は
平

成
二
十
五
年

に
は
高
校
改

平成22年9月に改築を終えた新第１体育館

平成22年5月29日　代議員会

変
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
当

然
の
よ
う
に
下
伊
那
農
業
高
等

学
校
も
廃
止
又
は
統
合
の
危
機

に
な
る
可
能
性
も
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
母
校
の
発
展
の
た
め

に
よ
り
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い

を
申
し
上
げ
会
務
報
告
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。



稲　　　丘　　　時　　　報　(9)　第75号 平成22年12月17日　

平成21年度　決　算　書
平成22年5月29日　提　案

平成22年5月29日　承　認
１　歳入総額　2,427,136円

２　歳出総額　1,513,855円

３　差引残額　　913,281円

（単位：円）１歳入の部

備　　考比 較 増 減収 入 済 額
予　　　　　算

科 目
計補　　正当初予算額

8000円×159名01,272,0001,272,00001,272,000入 会 金

定期繰入、利息1,1362,4081,27201,272雑 収 入 （ 利 子 ）

　0840,728840,7280840,728繰 越 金

2000円×156名0312,000312,0000312,000終 身 会 費

1,1362,427,1362,426,00002,426,000合 計

（単位：円）２歳出の部

備　　考予 算 残 額支 出 済 額
予　　　算　　　額

科 目
計補正・流用額当初予算額

249,465180,535430,0000 430,000１　事務費

支会総会等の旅費33,885101,115135,000135,000� 旅 費

手数料他56,0843,91660,00060,000� 事 務 費

郵送料・電話代11,6908,31020,00020,000� 通 信 費

印刷用紙他21,52613,47435,00035,000� 消 耗 品 費

地区同窓会負担金等6,00024,00030,00030,000� 負 担 金

各種会議参加費等120,28029,720150,000150,000� 正 副 会 長 交 際 費

 32,252227,748260,0000 260,000２　会議費

役員会等10,11019,89030,00030,000� 役 員 会 費

代議員会2,642167,358170,000170,000� 代 議 員 会 費

校内幹事会会議費19,50040,50060,00060,000� 幹 事 会 費

 400,701999,2991,400,0000 1,400,000３　事業費

活動費・総会費12,510107,490120,000120,000� 稲 穂 会 費

支会総会の参加237,800132,200370,000370,000� 事 業 推 進 費

稲丘時報発行費8,500241,500250,000250,000� 稲 丘 時 報 発 行 費

同窓会林間伐等管理3,4326,56810,00010,000� 同 窓 会 林 管 理 費

校歌等ＣＤ購入用積立て0150,000150,000150,000� 新 正 会 員 歓 迎 費

（財）稲丘会0200,000200,000200,000� 稲丘会事業寄付金

親善ゴルフ20,03979,961100,000100,000� 親 善 大 会 費

創立90周年事業準備会118,42081,580200,000200,000� 研 究 費

 97,07572,925170,0000 170,000４　雑支出

祝儀・香典・弔電94,07520,925115,000▲5000 120,000� 慶 弔 費

餞別3,00052,00055,0005000 50,000� 転退職職員記念品費

 000� 雑 費

132,65233,348166,0000 166,000５予備費

132,65233,348166,000166,000� 予 備 費

 　

912,1451,513,8552,426,0000 2,426,000合 計
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下
農
は
今 

（
在
校
生
の
活
躍
） 
平
成
二
十
一
年
度
末 

会
員
の
異
動

会
員
の
訃
報

（
事
務
局
に
連
絡
が
あ
っ
た
会
員
の
み
掲
載
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す　

（
敬
称
略
）

中
平　

金
實（
十
二
回
） 

大
島

大
石　

勝
俊（
二
十
三
回
） 

大
島

大
島　

元
博（
十
九
回
） 

上
郷

関
口　
　

功（
旧
第
二－

二
回
） 

鼎

鈴
木　

昭
五（
二
回
） 

鼎

伊
藤　

文
雄（
十
五
回
） 

鼎

山
田　

耕
司（
三
十
二
回
） 

鼎

川
手　

浪
治（
旧
二
十
三
回
） 

松
尾

松
尾　

伝
三（
旧
六
回
） 

龍
江

林　
　

龍
雄（
旧
二
十
四
回
） 

龍
江

滝
沢　

貞
光（
旧
二
十
二
回
） 

下
久
堅

遠
山　

景
政（
旧
二
十
四
回
） 

平
岡

林　
　

円
香（
五
十
九
回
） 

山
吹

白
上　

教
男（
四
回
） 

旦
開

　

私
は
、
今
年
度
初
め
て
農
業
ク
ラ

ブ
の
家
畜
審
査
競
技
に
出
場
し
ま
し

た
。
家
畜
審
査
競
技
と
は
、
雌
牛
と

子
牛
各
四
頭
の
体
の
部
位
を
見
比
べ

た
り
、
触
り
比
べ
た
り
し
て
順
位
を

つ
け
る
、
簡
単
に
言
う
と
牛
の
目
利

き
を
す
る
競
技
で
す
。
し
か
も
自
分

の
感
覚
、
セ
ン
ス
で
判
断
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
難
し
い
競
技
で

も
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
三
年
生
が
競
技
に
出
場
し

て
お
り
、
今
年
は
生
産
流
通
コ
ー
ス

で
一
緒
に
畜
産
を
専
攻
し
て
い
る
三

人
で
出
場
し
ま
し
た
。
出
場
す
る
と

言
っ
て
も
牛
に
関
し
て
の
知
識
は
ほ

と
ん
ど
無
く
、
事
前
学
習
と
し
て
家

畜
審
査
の
資
料
を
先
生
に
頂
き
、
各

自
勉
強
し
、
前
日
に
は
境
先
生
に
実

際
に
学
校
の
牛
を
使
っ
て
、
見
る
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

家
畜
審
査
当
日
、
会
場
に
は
長
野

県
の
農
業
高
校
か
ら
参
加
し
た
人
達

が
集
ま
っ
て
い
て

と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
。
で
も
始

ま
っ
て
み
る
と
不

思
議
に
緊
張
も
解

け
、
積
極
的
に
牛

に
触
っ
た
り
し
な

が
ら
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果

は
、
な
ん
と
最
優

秀
賞
を
頂
く
事
が

で
き
ま
し
た
。
ま

さ
か
私
が
と
れ
る

と
は
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
の
で
本

当
に
び
く
り
し
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
が
決
ま
っ
た
と
同

時
に
長
野
県
の
代
表
と
し
て
全
国
大

会
の
出
場
も
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の

事
に
対
し
て
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た

が
こ
う
い
う
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

全
国
大
会
は
十
月
に
開
催
と
い
う

こ
と
で
十
月
ま
で
の
二
ヶ
月
間
の
準

備
期
間
は
先
生
方
に
色
々
な
と
こ
ろ

へ
連
れ
て
行
っ
て
頂
き
、
様
々
な
事

を
学
び
ま
し
た
。
根
羽
市
場
・
木
曽

市
場
を
見
学
、
共
進
会
へ
の
参
加
、

そ
し
て
地
元
の
農
家
さ
ん
の
元
へ
行

農
ク
全
国
大
会
へ

　
　

第
六
十
回
茨
城
大
会

　
　

各
種
県
大
会　

家
畜
審
査
競
技　

最
優
秀
賞
受
賞

　
　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
三
月　

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
卒
業

川　

手　

愛　

純
（
高　

回
卒
）

６２

き
、
沢
山
の
牛
を
見
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
地
域
の
方
が

応
援
し
て
下
さ
り
、
色
々
な
知
識
を

教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

十
分
な
準
備
を
し
て
迎
え
た
全
国

大
会
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
自
分
の

力
を
信
じ
て
精
一
杯
頑
張
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
結
果
は
…
。
や
は
り

全
国
大
会
。
上
に
は
上
の
力
を
持
っ

た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
い
い

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
悔

し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全

国
大
会
と
い
う
大
舞
台
に
出
場
す
る

こ
と
で
、
様
々
な
出
会
い
が
あ
り
、

い
い
刺
激
を
受
け
、
色
々
な
経
験
が

で
き
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

全
国
大
会
に
出
場
す
る
に
あ
た
っ

て
、
境
先
生
・
寺
澤
先
生
を
は
じ
め

と
す
る
諸
先
生
方
、
周
囲
の
友
達
や

地
域
の
方
々
な
ど
多
く
の
方
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
全
国
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
こ

う
し
た
周
り
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
、
同
窓
会
員

　

二
十
二
年
三
月
卒
業
に
よ
り
正
会

員
に
な
っ
た
者　
　
　
　

一
五
六
名

　

四
月　

入
学
に
よ
り
準
会
員
に

な
っ
た
者　
　
　
　
　
　

一
六
〇
名

正
会
員
数　
  　

一
七
、四
三
三
名

　

旧
制　
　
　
　
　
　

二
四
八
九
名

　

高
校　
　
　
　
　

一
四
九
四
四
名

　
　

内　

男
子　

一
〇
、三
六
九
名

（
二
十
一
年
度　

六
九
名
）

　
　
　
　

女
子　
　
　

四
五
四
八
名

（
二
十
一
年
度　

八
七
名
）

二
、
職
員
の
異
動

「
転
出
」

　

木
下　

浩
子
（
国
語
）

　

菅
沼　

節
子
（
社
会
）

　

北
村　
　

毅
（
社
会
）

　

吉
川　

苓
子
（
数
学
）

　

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ハ
ー
デ
ィ
（
英
語
）

　

中
村
真
太
郎
（
音
楽
）

　

今
村
み
は
る
（
家
庭
）

　

伊
藤　

佳
香
（
家
庭
）

　

青
木　

千
春
（
農
業
）

　

工
藤　

和
俊
（
農
業
）

　

鎌
倉　

秋
子
（
事
務
長
）

　

林　
　

康
子
（
行
政
）

　

山
田　

保
子
（
行
政
）

　

今
村　

祐
樹
（
行
政
）

　

薮
原　

英
幸
（
行
政
）

「
転
入
」

　

佐
々
木
里
香
（
国
語
）

　

御
薗
生
詔
二
（
社
会
）

　

西
牧　
　

綾
（
英
語
）

　

伊
澤　

美
佳
（
音
楽
）

　

塩
澤　

弘
子
（
家
庭
）

　

田
中
永
里
名
（
家
庭
）

　

芦
部　

和
馬
（
農
業
）

　

北
原　

淳
子
（
農
業
）

　

島　

知
勢
子
（
農
業
）

　

成
田　

潔
繁
（
事
務
長
）

　

下
岡
か
よ
子
（
行
政
）

　

早
野　

一
美
（
行
政
）

　

竹
折　

正
司
（
行
政
）
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農
ク
全
国
大
会
へ

　
　

第
六
十
一
回
北
海
道
大
会

　
　

農
業
情
報
処
理
競
技　

優
秀
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
一
年
入
学　

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科

二
年　

櫻　

井　
　
　

猛

最
初
で
最
後
の

　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

　
　
　
　
　

平
成
二
十
年
入
学　

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科

三
年　

小　

林　

将　

樹

　

全
国
大
会
の
出
場
が
決
ま
っ
た
の

は
七
月
三
日
の
県
大
会
で
し
た
。
た

だ
な
ん
と
な
く
班
活
で
問
題
を
や
っ

て
い
た
だ
け
な
の
に
顧
問
の
先
生
が
、

「
櫻
井
。
お
前
、
県
大
会
出
場
な
。」

と
突
然
言
わ
れ
て
、「
ち
ゃ
ん
と
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。」「
ど
う
せ
だ
め
だ

ろ
う
。」と
か
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い

た
の
が
ま
さ
か
、
優
秀
賞
で
全
国
大

会
に
出
場
す
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
一
週
間
後
く
ら
い
か
ら
ま
た

練
習
し
始
め
、
北
海
道
へ
行
く
日
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
移
動
中
ず
っ
と

頭
の
中
で
情
報
処
理
に
関
す
る
こ
と

を
延
々
と
繰
り
返
し
や
っ
て
い
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
へ
着
い
て
練
習
し
て
い

ま
し
た
。
本
番
が
明
日
と
思
う
と
「
今

さ
ら
練
習
や
っ
て
意
味
あ
る
の
か
。」

と
感
じ
始
め
ま
し
た
。そ
の
後
勉
強

し
て
い
て
も
不
安
と
緊

張
で
全
然
集
中
で
き
ず
、

そ
の
夜
県
ご
と
集
ま
っ

て
夕
食
を
探
し
て
い
て

も
自
分
は
大
会
の
こ
と

で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
夕

食
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、

北
海
道
の
夜
を
楽
し
め

ま
せ
ん
で
し
た
。
不
安

と
緊
張
を
抱
え
た
ま
ま

一
日
を
終
え
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
の
朝
、
前

日
と
は
違
い
不
安
や
緊

張
は
少
な
く
な
ぜ
か
や
る
気
と
自
身

が
あ
り
ま
し
た
。会
場
へ
行
く
と
さ

ら
に
や
る
気
が
出
て
き
ま
し
た
。農

業
情
報
処
理
競
技
で
は
百
一
人
が
出

場
し
て
い
ま
し
た
。「
み
ん
な
で
き
そ

う
な
雰
囲
気
だ
な
あ
」と
思
い
な
が

ら
パ
ソ
コ
ン
の
接
続
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
競
技
が
始
ま
り

ま
し
た
。
始
ま
っ
た
と
同
時
に
周
り

か
ら
す
ご
い
勢
い
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を

打
つ
音
が
し
ま
し
た
。
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
て
「
自
分
が
一
番
お
そ
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
。」「
こ
ん
な
ん
で
大
丈

夫
な
の
か
。」
と
不
安
が
出
て
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら

や
っ
て
い
る
う
ち
に
実
技
試
験
が
終

了
し
ま
し
た
。
今
度
は
筆
記
試
験
で

す
。
筆
記
試
験
は
順
調
に
進
み
ま
し

た
。
全
て
の
試
験
が
終
わ
っ
た
途
端

　

「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
」
は
高
校

生
活
三
年
間
の
一
番
の
目
標
で
し
た
。

　

保
育
園
の
年
長
か
ら
今
ま
で
器
械

体
操
を
続
け
て
き
た
私
に
と
っ
て
、

高
体
連
最
大
の
大
会
で
あ
り
、ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
い
る
高
校
生
に
と
っ
て
一

度
は
出
場
し
て
み
た
い
と
思
う
「
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
」
は
、
私
も
高
校
生
に

な
っ
た
ら
絶
対
出
場
し
た
い
と
思
う

大
会
で
し
た
。

　

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

す
る
に
は
県
大
会
で
団
体
一
位
も
し

く
は
個
人
総
合
で
ベ
ス
ト
２
以
内
に

入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
高
校
一
・

二
年
生
の
時
は
共
に
個
人
総
合
三
位

で
終
わ
り
と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
い
う
大

会
は
人
生
の
う
ち
三
回
し
か
出
場
す

る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
チ
ャ

ン
ス
は
あ
と
一
回
、
来
年
こ
そ
は
自

分
が
出
場
す
る
ん
だ
。」
と
い
う
強

い
気
持
ち
で
一
年
間
、目
標
に
向
か
っ

て
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　

県
大
会
当
日
、
周
り
に
は
強
い
他

校
の
選
手
が
い
る
、
自
分
に
と
っ
て

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
大
き
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
、
冬
に
ケ
ガ
を
し
て
し

ま
い
満
足
の
い
く
練
習
が
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
で
き
な
か
っ

た
ら
体
操
を
続
け
て
き
た
意
味
が

な
い
と
思
え
る
ほ
ど
大
事
な
大
会

だ
っ
た
の
で
、
絶
対
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
行
く
ぞ
と
い
う
強
い
気
持
ち

で
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
個
人
総
合
一
位
と

い
う
文
句
な
し
の
結
果
で
予
選
を

通
過
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

に
疲
れ
が
ど
っ
と
出
て
き
ま
し
た
。
全

力
を
出
し
ま
し
た
が
、「
ど
う
せ
賞
は

無
理
だ
ろ
う
な
。」
と
思
い
な
が
ら

そ
の
日
を
終
え
ま
し
た
。

　

結
果
発
表
の
日
が
来
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
あ
き
ら
め
な
が
ら
結
果
を
聞

き
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
閉
会
式
で

口
頭
で
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分

の
名
前
は
出
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
な
。」と
思
い
な
が
ら
そ

の
後
結
果
の
紙
を
見
る
と
な
ん
と
優

秀
賞
の
中
に
自
分
の
名
前
が
あ
り
ま

し
た
。
見
た
時
は
実
感
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
僕
の
出
場
し
た
競
技
は
今

年
で
最
後
だ
っ
た
の
で
賞
を
と
れ
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

か
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る

こ
と
が
最
大
の
目
標
で
あ
っ
て
も
、

出
場
す
れ
ば
終
わ
り
で
は
な
く
、
出

場
す
る
か
ら
に
は
一
人
で
も
多
く
の

人
に
勝
ち
た
い
と
思
い
、
練
習
に
励

み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
全
国
大
会
当
日
。
県
大
会

一
位
で
通
過
と
い
っ
て
も
上
に
は
上

が
い
る
と
い
う
言
葉
通
り
、
上
手
な

人
ば
か
り
で
し
た
。
し
か
し
、
わ
ざ

わ
ざ
長
野
県
か
ら
応
援
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
担
任
の
先
生
、
そ
し
て
自
分

の
た
め
に
も
自
分
の
力
を
出
し
き
っ

た
試
合
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

練
習
中
、
腰
を
痛
め
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
先
生
の
応
援
で
勇
気
を
も

ら
い
、
大
会
が
終
わ
る
ま
で
痛
み
に

た
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
演
技

の
方
も
、
鉄
棒
の
着
地
以
外
ほ
ぼ
完

璧
な
演
技
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
満

足
の
い
く
内
容
で
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て
み
て
、

出
場
で
き
て
よ
か
っ
た
思
う
反
面
、

上
手
な
人
た
ち
を
見
て
悔
し
い
と
も

思
い
ま
し
た
。
全
国
の
選
手
た
ち
を

見
て
こ
れ
か
ら
の
練
習
へ
と
つ
な
が

る
良
い
刺
激
を
た
く
さ
ん
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
出
場
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

顧問の田中滋康先生（右・高53回卒）と



稲　　　丘　　　時　　　報　第75号 平成22年12月17日　(12)　

平成21年度（22年3月卒業）の進路状況

食品
化学

園　芸
クリエイト

農業
機械

アグリ
サービス

合計卒業者数

男　子　69人

女　子　87人

  合　計  156人

37413741156計
比率人数 111537669男

262603587女
14712男

17.3%27管 内

就職者

男子　15
女子　16
小計　31

比率　19.9％

57315女
0男

0%0県 内
0女

22男
1.9%3県 外

11女
11男

0.6%1公 務 員
0女
0男

0%0自 営
0女

634114男
10.3%16四 大進学者

男子　53
女子　69
小計　122

比率78.2％

112女
11518男

25%39短 大
1081331女

55男
3.2%5県農大等

女
3218326男

39.8%62専修学校等
9111636女

11男
1.9%3

未定　3
比率1.9％ 112女

平
成　

年
度（
平
成　

年
3
月
卒
業
）

２１

２２卒
業
生
の
進
路
状
況 

進
路
指
導
部
長　

大　

平　

泰　

嗣

進路状況
　

新
規
学
卒
者
の
就
職
を
巡
っ
て
は
、

そ
の
厳
し
さ
か
ら「
就
職
氷
河
期
の

再
来
」な
ど
と
喧
伝
さ
れ
て
い
る
昨

今
で
す
が
、本
校
現
三
年
生
の
就
職
に

関
し
て
は
年
度
当
初
の
私
の
予
想
を

良
い
意
味
で
裏
切
り
、か
な
り
順
調

に
推
移
し
て
来
て
い
ま
す
。来
春
の

卒
業
予
定
者
一
九
四
名（
第
三
学
年

の
み
五
ク
ラ
ス
）中
五
十
六
名
が
就
職

希
望
で
す
が
、十
二
月
上
旬
の
時
点
で

内
定
率
は
九
十
八
％
に
達
し
て
い
ま

す
。そ
の
要
因
と
し
て
は
、当
事
者
側

の
危
機
意
識
、県
高
校
就
職
活
動
支

援
員
制
度
、企
業
へ
の
各
種
優
遇
支
援

策
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、現
三
年
生
の
進
路

状
況
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
る

こ
と
と
し
、以
下
今

春
の
卒
業
生
の
進

路
概
況
に
つ
い
て

触
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、就
職
に
つ

い
て
。就
職
希
望

者
の
数
が
三
十
二

名
と
記
録
的
に
少

な
か
っ
た
。一
回

目
の
採
用
試
験
で

不
採
用
と
な
っ
た

生
徒
が
八
名（
不

採
用
率
二
十
五

％
）に
上
り
厳
し
さ

を
改
め
て
痛
感
し

た
が
、最
終
的
に
は

三
十
一
名
が
正
規

の
社
員
・
職
員
と

し
て
採
用
さ
れ
る

に
至
っ
た
。九
割

が
地
元
企
業
で
あ

り
、県
外
へ
出
た
者

は
三
名
に
と
ど

ま
っ
た
。

　

次
に
進
学
に
つ

い
て
。反
面
進
学

希
望
者
が
増
加

し
、八
割
近
く
に
達

し
た
。進
学
先
・
分

野
は
多
方
面
に
渡

り
、比
較
的
難
関

と
さ
れ
て
い
た
看
護
科
へ
も
こ
こ
数

年
は
三
〜
五
名
で
推
移
し
て
い
る
。

四
年
制
大
学
や
短
大
が
微
増
。一
般
入

試
を
経
て
入
学
し
た
生
徒
は
一
二
二

名
の
進
学
者
中
八
％
に
と
ど
ま
り
、

大
部
分
は
推
薦
入
試
で
あ
っ
た
。そ
の

内
指
定
校
推
薦
に
よ
る
者
が
三
割
ほ

ど
、Ａ
Ｏ
入
試
も
増
加
し
二
割
弱
に

達
し
た
。

進学　4年制大学

新潟(農)、長野(社会福祉)、松本(人間

健康)、帝京2(医療技術2)、立正2(社

会福祉2)、日本福祉2(社会福祉・福祉

経営)、麻布(生命環境科学)、星城(経

営)、名古屋造形(造形)、名古屋経済

(人間生活科学)、大同(工)、中部(応用

生物)、花園(文)

短期大学

飯田女子21(家政13・看護4・幼児教

育4)、上田女子(総合文化)、東京農業

大短期大学部4(生物生産技術2・栄養

2)、高山自動車4(自動車工学4)、東京

文化(生活)、名古屋経営(総合ビジネ

ス)、名古屋文理大短期大学部(食物栄

養)、愛知学泉(生活デザイン総合)、中

京(健康栄養)、中日本自動車(自動車

工学)、岐阜保健(看護)、一宮女子(幼

児教育)、湘北(総合ビジネス)

専門学校等

長野県農業大学校4(総合農学2・果樹

実科1・南信実科1)、愛知県農業大学

校(施設野菜)、調理・製菓(12)、看護・

医療(6)、自動車整備(7)、スポーツト

レイナー・インストラクター(5)、コン

ピュータ・IT(4)、動物・ペット(3)、園

芸・フラワー(3)、介護・福祉(3)、美容

(3)、医療事務(3)、デザイン・イラスト・

まんが(3)、声優・ダンス(2)、公務員・

消防(2)、保育、電気、ホテル、ブライダ

ル、音響、楽器製作

就職　管内

飯田広域消防、みなみ信州農業協同組

合、天恵製菓(2)、旭松食品、飯田城、大

木屋、オムロン飯田、お菓子のシアワセ

ドー、カムチップ、かぶちゃん農園、喜

久水酒造、グラビアジャパン、KOA匠

の里、コーケン香料、シルクホテル中田

製糸、シチズン平和時計、信菱電機、津

具屋製菓、殿岡温泉湯元湯～眠、夏目

光学、日進精機、ネバーランド、はと錦、

卑弥呼カンパニー、昼神グランドホテ

ル天心、マイハウス社湯多利の里伊那

華、三星ダイヤモンド工業

県外

吉祥寺セントラルクリニック、日野自

動車、新日本製鐵名古屋製鐵所

　

本
年
も
、
無
事
「
第
七
十
五
号
稲

丘
時
報
」
を
発
行
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
同
窓
会
長

の
岩
崎
様
を
始
め
寄
稿
に
快
く
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
同
窓
会
員
、
準

会
員
の
皆
様
、
写
真
の
ご
提
供
を
い

た
だ
き
ま
し
た
堀
本
写
真
館
様
の
お

陰
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
号
は
、
下
伊
那
農
業
高
等
学
校

創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
特
集
と
い

う
こ
と
で
、
例
年
よ
り
も
紙
面
を
２

ペ
ー
ジ
増
や
し
、
九
十
周
年
記
念
事

業
に
関
わ
る
部
分
を
カ
ラ
ー
刷
り
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
九
十
年

と
い
う
長
い
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

稲
丘
時
報
係
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